
修士論文（要旨） 

2012年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の社会活動性を規定する要因に関する考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 森 和代 教授 

 

心理学研究科 

健康心理学専攻 

学籍番号：210J4056 

杉浦 忠



 

目次 

第１章 序論                              

第２章 研究の背景                             

第１節 高齢期における社会活動の意義                   

第２節 社会活動性にかかわる要因                     

第３章 本研究の目的と意義                         

第４章 研究１ 高齢者の社会活動性に関わる要因の検討             

 第１節 研究目的                             

 第２節 研究方法                             

 第３節 結果                               

 第４節 考察                               

第５章 研究２ 心身健康度の低い高齢者が活発に社会活動するに至るプロセスの検討   

第１節 研究目的                             

第２節 研究方法                             

第３節 分析結果                             

第４節 まとめ                              

第５節 考察                               

第７章 総合考察                              

引用文献                                  

資料                                    



 

１．研究の背景と目的 

 社会活動への参加は、人間が生きる上での基本的なニーズの一つである。高齢者にとって社

会活動は、ADL や生命予後にかかわること（柴田、芳賀 1992）、認知症の発症リスクを低下

させること（Wang H. 2002）、主観的幸福感や健康度を高めること（古谷野 1995）、主要な生

きがいの一つになること（エイジング総合研究センター 1998）、などが先行研究によって明ら

かになっている。 

一方、高齢者の社会活動への参加にかかわる要因としては、年齢、活動能力や ADL、活用

できる技術・知識・資格、ソーシャルサポートやネットワークなどが明らかになっている（松

岡 1992）。但し、それらの研究の多くは 10年以上前に行われたものである。高齢者を取り巻

く社会環境は近年著しい変化を遂げており、それにともない高齢者の社会活動も変化している

はずである。本研究では、そのような観点に立って、新たな時代を生きる高齢者にとって、社

会活動がいかなる意味をもつかについて検討した。 

２．研究１：高齢者の社会活動性に関わる要因の検討 

 研究１では、質問紙による調査により、「配偶者の死別」、「定年退職」、「身体健康度」、「精

神健康度」「孤独感」「暮しぶり」「若い頃の活発度」「友人・知人のサポート」などの要因が、

社会活動性（個人活動、社会参加、学習活動）とどのように関係するかについて検討した。調

査対象は、東京周辺のＺ市在住の高齢者５２１名である。重回帰分析の結果から、高齢者の社

会活動性には、「身体健康度」、「孤独感」、「若い頃の活発度」が影響を及ぼす主要な要因であ

り、さらに「身体健康度」には「暮しぶり」が、「孤独感」には「友人・知人のサポート」が

影響を及ぼす要因であることが明らかになった。一方、精神健康度は社会活動性に影響しない

ことが明らかになった。 

精神健康度が社会活動性に影響しないこと、さらには身体健康度と社会活動性の因果関係も

強くはない（標準化係数β＝.138 ~.293）ことは、裏返して考えれば、「身体健康度、精神健康

度が低い人でも、社会活動性が高い人が多くいる」ことを示していると言えよう。そこで、心

身健康度の低い高齢者でも活発に活動するに至るプロセスを明らかにする目的で、研究２を行

うこととした。 

３．研究２：心身健康度の低い高齢者が活発に社会活動するに至るプロセスの検討 

 研究２では、修正版グランデッド・セオリー・アプローチ（木下,2007）にもとづいた質的

研究法を選択した。調査対象者は、研究１の調査対象者の中で、身体的健康度および精神的健

康度のいずれか、あるいは両方が全体の平均以下であるにもかかわらず、社会活動得点が平均

以上である 9名に依頼した。分析から得られた活動開始～継続のプロセスをまとめてみると、

【初動期】には、「このまま不活発にしていてはいけない」との思いを抱き、経験や知恵を動員

して「ともかくも動き出す」、【継続期】には、多くの人が「人の役に立ちたい」との強い信念

が支えになった活動動機を強固にし、【充実期】には、さまざまな手段でうつ状態からも脱却し、

社会活動による「生きがいの発見」を覚えるに至っている。 

３．まとめ 

 本研究の成果が、今後、「健康で活発に社会活動する高齢者」をめざした社会施策を考える



上で役立つことを願っている。 
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